
番号 協働事業 時期 大学・企業名 学部等
教職員名等
（敬称略）

具体的な連携実績の内容 関係部署・団体等 備考

枚方信用金庫 大和田支店・門真東支店

市内郵便局 市内郵便局（13局）

2
門真市情報公開
審査会

3
門真市個人情報
保護審査会

4
門真市個人情報
保護審議会

5
門真市行政不服
審査会

6
大学連携推進に
関する市職員研修
（動画作成）

９月 大阪国際大学
短期大学部 幼児保育学科
地域協働センター

久保田　健一郎
冨加見　隆

新たな視点での連携や中長期的な連携の創出による大学・市双方の発展に
資することを目的に、連携事業に携わる大学関係者を講師として、大学連携
に関するメリット等を講義いただき、市職員の新たな気づきにつなげるために
実施。
新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から対面式の研修ではなく、動画
作成にご協力いただき、動画視聴という形で職員研修を実施した。

市民文化部
　地域政策課

研修実施後も職員
が視聴できるよう
掲載

7
「自治体政策論」
及び「演習ゼミ」に
おける講師派遣

12月 追手門学院大学 地域創造学部 藤原　直樹

追手門学院大学において、自治体や地域の事業所等で活躍できる人材育
成を目指し、自治体の政策について理解を深めることを目的に実施される
「自治体政策論」及び、学生が自ら地域課題について研究し、解決手法等に
関する知識と技能の取得を目指す「演習ゼミ」において、地域政策課職員を
講師として派遣し、公民協働に関する講義を行うとともに学生との意見交換
を行った。

市民文化部
　地域政策課

8

「門真市と学校法
人大阪信愛女学
院との包括連携協
定締結式」の開催

２月
学校法人
大阪信愛女学院

― ―

門真市と学校法人大阪信愛女学院が包括的な連携のもと、人的・知的資源
の交流・活用を図り、地域課題への的確な対応、地域全体の教育・学術研究
機能の向上及び健康福祉等の分野で相互に協力し、地域の活性化に寄与
することを目的に包括連携協定を締結した。

市民文化部
　地域政策課

9

第七中学校区地
域会議　防災・防
犯部会における
YouTubeチャンネ
ル運営事業

通年 摂南大学 理工学部 住環境デザイン学科 榊　愛

摂南大学理工学部榊准教授及び榊研究室に所属する学生との連携による、
主に地域の子どもを対象とした防災啓発テーマとし、簡単にできる防災グッ
ズの工作や災害に関する知識を学べるコンテンツとしてYouTubeチャンネル
の運営を行った。

市民文化部
　地域政策課
（第七中学校区地域
会議）

大阪国際大学

摂南大学

大阪樟蔭女子大学

枚方信用金庫

市内郵便局

12
マイナンバーカー
ド出張申請サポー
ト事業

１月 枚方信用金庫 大和田支店 ―
地域の方々に身近な場所として、大和田支店の１階ＫＵＲＡＷＡＮ　ＣＡＦＥを
お借りしてマイナンバーカードの出張申請サポートを実施した。また、情報
ラックによるチラシの配架の広報活動にご協力をいただいた。

市民文化部
　市民課

市民文化部
　産業振興課
　消費生活センター

10

門真市シルバー人
材センター職員募
集にかかる求人票
の配架協力依頼

７月 ― ―

11
門真市消費者安
全確保地域協議
会

通年 ― ―

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門真市における連携大学・企業との協働事業活動実績（令和３年度分）　　　　　　　　　　　市民文化部地域政策課

1 チラシラック設置 通年 ― チラシラックを設置し、市政やイベント等について情報周知を行った。
企画財政部
　魅力発信課

総務部
　総務課

通年 摂南大学 法学部 小野　晃正
門真市情報公開審査会、門真市個人情報保護審査会、門真市個人情報保
護審議会及び門真市行政不服審査会の委員として従事していただいた。

高齢者の就業を通じて、生きがいの充実や社会参加の推進による活力ある
地域社会づくりに寄与することを目的とした門真市シルバー人材センターの
事務局職員を募集するにあたり、包括連携協定を締結している各大学に対
して、求人票の配架協力を依頼した。

市民文化部
　産業振興課
（シルバー人材セン
ター）

枚方信用金庫及び市内郵便局に協議会の構成員として加わっていただき、
特殊詐欺、消費者被害などについて情報提供を行った。また、社用車・集配
車に啓発マグネット貼付、窓口やラックに特殊詐欺のチラシ・啓発物品を配
架し、特殊詐欺等の周知・啓発にご協力いただいた。また、特殊詐欺や契約
トラブルなどでお困りの市民がおられたら、消費生活センターへつないでもら
うなどの連携を行った。
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13
人権講座「ともに
生きる」に係る講
師派遣

３月 追手門学院大学 心理学部 心理学科 櫻井　鼓
人権講座「ともに生きる」を動画配信によって実施し、当該講座の講師をご担
当いただいた。
講座テーマ：犯罪被害者支援について

市民文化部
　人権市民相談課
（門真市人権協会）

枚方信用金庫

市内郵便局

追手門学院大学 地域創造学部 地域創造学科 山本　博史

大阪国際大学
人間科学部 心理コミュニケーション
学科

西岡　敦子

16
門真市スポーツ・
レクリエーション事
業

６月～３月 大阪国際大学
経営経済学部 経営学科
短期大学部 幼児保育学科

横山　誠
玉井　久実代

日常的にスポーツをしている人から、普段運動には縁のない人まで、市民の
誰もがそれぞれのライフステージに応じたスポーツ・レクリエーション活動に
参加する機会を確保することで、運動を通した市民の健康づくりを推進する
ため、参加者の競技力を高めることに資する競技大会や、スポーツレクリ
エーション活動のきっかけづくりとして、レクリエーションイベント、令和元年度
よりスポーツ教室などを実施した。

市民文化部
　生涯学習課
（門真市生涯スポー
ツ推進協議会）

17
門真市文化芸術
推進審議会

通年 大阪国際学園 芸術文化教育センター 朝倉　洋
市長の諮問につき、門真市文化芸術推進基本計画（素案）の内容の審議を
行った。

市民文化部
　生涯学習課

大阪国際大学 経営経済学部 経営学科 横山　誠

大阪樟蔭女子大学 学芸学部 ライフプランニング学科 萩原　雅也

摂南大学 理工学部 建築学科 加嶋　章博

大阪樟蔭女子大学 学芸学部 ライフプランニング学科 萩原　雅也

20
絵本の読み聞か
せ事業（グリムプロ
ジェクトとの連携）

11月
12月

大阪樟蔭女子大学 くすのき地域協創センター ―

図書館本館及び分館にて、子どもを対象とした大阪樟蔭女子大学グリムプロ
ジェクトの学生との連携行事「グリム絵本館へようこそ 秋だ！絵本だ！楽し
もう！」と「グリム絵本館へようこそ！まちにまったクリスマス♪絵本の世界を
楽しもう」を実施した。

市民文化部
　図書館

21
門真市立図書館
協議会委員

通年 追手門学院大学 国際教養学部 国際日本学科 湯浅　俊彦
門真市立図書館協議会委員として、図書館の運営について審議し、意見交
換や助言をいただいた。

市民文化部
　図書館

22
新型コロナウイル
スワクチン接種事
業

６月～７月 枚方信用金庫 ― ―

新型コロナウイルスワクチン集団接種において、高齢者への迅速かつ円滑
なワクチン接種を進めるために、ワクチン接種のチラシ配付による周知や、
ワクチン接種会場の一つである南部市民センターで駐輪場の案内や会場入
り口への誘導、駐輪場の整理などにご協力いただいた。

保健福祉部
　健康増進課

23 衛生関係事業 12月～ 市内郵便局 ― ―
市民への献血意識の普及向上、継続的かつ安定した献血者確保のため、郵
便局の窓口にポケットティッシュを配架していただき啓発活動にご協力いた
だいた。

保健福祉部
　健康増進課

市民文化部
　生涯学習課

19

（仮称）門真市立
生涯学習複合施
設基本設計業務
委託事業者選定
委員会委員

９月
１月

（仮称）門真市立生涯学習複合施設基本設計業務委託事業者選定委員会
において、（仮称）門真市立生涯学習複合施設の基本設計事業者を選定し
た（工事監理業務委託、設計モニタリング業務委託の事業者としてもあわせ
て選定）。
　学識の方には、同委員会における選定委員に就任いただき、第１回選定
委員会で公募資料、第２回選定委員会で書類審査及びプレゼン審査を実施
し、専門的知見から事業者を選定していただいた。

市民文化部
　生涯学習課

18 社会教育委員 通年 年1回の社会教育委員会議を開催し、社会教育に関する意見を頂戴した。

14
人権週間記念の
つどい　ひと・愛・
コンサート

12月 ― ―
毎年12月の人権週間に合わせて開催している「人権週間記念のつどい　ひ
と・愛・コンサート」の周知のため、ポスター・チラシを掲示・配架いただいた。

市民文化部
　人権市民相談課
（門真市人権協会、
門真市企業人権推
進連絡会）

15
門真市男女共同
参画審議会

通年

「門真市男女共同参画推進条例」第19条第１項により、男女共同参画の推
進に関する重要事項（男女共同参画推進状況等調査シートの内容）につい
て、市長の諮問に応じて調査審議を行うため、委員として従事していただい
た。

市民文化部
　人権市民相談課
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24
救急医療情報キッ
ト配布事業

12月～ 市内郵便局 ― ―

病気や災害時、救急隊が駆け付けた際に必要な医療情報を迅速に把握し適
切な対応をするための必要な情報を格納できる救急医療情報キットを来局
の皆様に啓発するため、チラシを郵便局の窓口に配架していただき啓発活
動にご協力いただいた。

保健福祉部
　健康増進課

25
障がい者（児）歯
科診療事業

12月～ 市内郵便局 ― ―
地域の歯科医院で治療が困難な障がい者（児）に対し、歯科診療の機会を
確保し、障がい者（児）の福祉の向上を図るため、「障がい者(児)歯科診療」
を郵便局の窓口に配架していただき啓発活動にご協力いただいた。

保健福祉部
　健康増進課

26
高齢者の見守り活
動

通年 市内郵便局 ― ―
郵便局の通常業務内において高齢者の異変や支援の必要性などに気付い
た際に通報いただき、早期に必要な支援を行った。

保健福祉部
　高齢福祉課

27
門真市国民健康
保険運営協議会

通年 摂南大学 看護学部 看護学科 小堀　栄子
門真市国民健康保険運営協議会委員として従事していただき、保険料率や
保険給付の内容に関する事項等について、意見を述べていただいた。

保健福祉部
　健康保険課

７月
11月

大阪国際大学

短期大学部 幼児保育学科
　　　　　　　　栄養学科

北村　麻樹
坂井　孝
能瀬　陽子

８月 大阪樟蔭女子大学 学芸学部 国際英語学科 トニーミノティ

11月 枚方信用金庫 地方創生推進部 田村　麻菜美

29
公民連携子どもの
居場所事業（子ど
もLOBBY）

通年 摂南大学 教務部 教育イノベーションセンター 水野　武
公民連携子どもの居場所「子どもLOBBY」を、学校や家庭とは違う第３の居
場所として活用し、子ども間のみならず大学生たちとの世代間交流を行って
いただいた。

こども部
　こども政策課

30
児童虐待に関する
活動

通年 市内郵便局 ― ―
郵便局窓口での児童虐待啓発グッズの配架およびポスターの掲示を実施。
また、切手販売などの郵便局が実施する業務を活用した市民への児童虐待
防止啓発活動を行った。

こども部
　子育て支援課

31
自治体就職説明
会への講師派遣

７月 大阪国際大学 短期大学部 幼児保育学科 久保田　健一郎
保育者を目指す学生に向けて門真市の保育環境及び保育士等に対する支
援施策を伝える等、就職に関する情報提供を行った。

こども部
　保育幼稚園課

32
子育てイベント「わ
くわくランド」に係る
広報活動等事業

６月
３月

大阪国際大学 短期大学部 幼児保育学科 久保田　健一郎

大阪国際大学短期大学部幼児保育学科が主催する子育てイベント「わくわく
ランド」について、後援するとともに、当該イベント及び門真市の子育て支援
施策等の広報活動として、大学教授・市内民間保育所等に勤務する保育士
（卒業生）・保育幼稚園課職員でFMハナコに出演した。

こども部
　保育幼稚園課

33

空き住戸活用によ
る門真住宅コミュ
ニティ活性化の取
組

10月～ 大阪国際大学 経営経済学部 経済学科 早川　公
門真団地みらいづくり研究所を設置し、授業演習やゼミ等の活動を通じて、
学生が団地に関わり、住民へのヒアリングによる団地内の課題調査や、住
民との交流を図るためのイベントの企画などを実施。

まちづくり部
　都市政策課

34

門真市幸福町・垣
内町地区まちづく
り用地活用事業者
候補者選定委員
会

５月 摂南大学 理工学部 住環境デザイン学科 榊　愛
当該地区の市有地売却にあたり、候補者を選定するために学識経験者枠で
委員として従事していただいた。

まちづくり部
　地域整備課

こども部
　こども政策課

28
公民連携子どもの
居場所事業（子ど
もLOBBY）

子どもLOBBYにおけるキャリア教育イベントを実施していただいた。
【大阪国際大学】
７月「保育のお仕事を知ろう」「野菜博士になろう！」
11月「幼稚園・保育園の先生ってすごい！覚えてる？保育園の先生！」「わ
たしもぼくもキッズ栄養士！！」
【大阪樟蔭女子大学】
「英語が話せるコツを伝授！～ニュージーランド留学を通して～」
【枚方信用金庫】
「ひらしんキッズ・マネースクール」



番号 協働事業 時期 大学・企業名 学部等
教職員名等
（敬称略）

具体的な連携実績の内容 関係部署・団体等 備考

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　門真市における連携大学・企業との協働事業活動実績（令和３年度分）　　　　　　　　　　　市民文化部地域政策課

７月 追手門学院大学 地域創造学部 地域創造学科 藤原　直樹

７月
９月
12月

市内郵便局 ― ―

大阪国際大学 短期大学部 幼児保育学科
久保田　健一郎
織田　恵輔

大阪樟蔭女子大学 児童教育学部 児童教育学科 安部　永

37
門真市建築審査
会

通年 摂南大学 理工学部 住環境デザイン学科 稲地　秀介
門真市建築審査会委員として、建築基準法に規定する許可申請に係る同意
について、審議していただいた。

まちづくり部
　建築指導課

38
門真市上下水道
事業経営審議会

８月～３月 摂南大学 理工学部 都市環境工学科 水野　忠雄
審議会委員として、門真市水道事業ビジョンの中間見直しに係る審議に参画
いただいた。

環境水道部
　経営総務課

枚方信用金庫 大和田支店・門真東支店

市内郵便局 市内郵便局（13局）

40
門真市教育委員
会　点検・評価検
討委員会

７月
８月

大阪樟蔭女子大学 学芸学部 ライフプランニング学科 萩原　雅也
「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定に基づき、教育に関
する事務の管理及び執行状況の点検及び評価を行い、意見や助言等を行っ
た。

教育部
　教育総務課

41 キッズサポーター 通年 枚方信用金庫 大和田支店・門真東支店 ―
登下校時における子どもの安全確保のため、車通りの多い交差点において
子どもの見守り活動を行っていただいた。

教育部
　教育総務課

42
キャリア教育の一
環としての大学体
験事業

３月 大阪国際大学

経営経済学部
国際教養学部
人間科学部
大阪国際大学短期大学部
地域協働センター

―

第二中学校１年生約130名が、大阪国際大学を訪問し、キャンパスの見学や
様々な体験をさせていただくことで、生徒一人ひとりの進路・進学への意識や
学習への意欲を高めた。
生徒は、1人１台端末を用いて大学体験レポートを作成し、学年
GoogleClassroomに提出した。後日、中学校の教諭を通じて大阪国際大学へ
レポートを提出し、大学関係者に学びの成果をみていただいた。

教育部
　学校教育課

大阪国際大学 国際教養学部
久保　由加里
畑山　明彦

追手門学院大学 国際教養学部

松宮　新吾
ロス・エリック・ミ
ラー
原　めぐみ

環境水道部
　お客さまセンター

39

サマージャンボ宝
くじ等府内市町村
広報用うちわの配
布

７月～８月 ―
水道料金等の支払い方法の周知活動として、枚方信用金庫及び市内郵便
局にご協力いただき、口座振替の推奨及びスマホ決済利用の案内を印刷し
た府市町村広報用うちわの配布を行った。

36

門真市パークイノ
ベーション計画策
定事業
（かどまパークキッ
ズチャレンジ　～
子ども園長になっ
て公園プロデュー
スをしよう！～）

１月～３月
「かどまパークキッズチャレンジ」における子ども園長が企画する「遊びイベン
ト」実施準備、助言・サポート並びにイベント当日の運営サポートにご協力い
ただいた。

まちづくり部
　道路公園課

35

門真市パークイノ
ベーション計画策
定事業
（かどまパークミー
ティング）

まちづくり部
　道路公園課

「かどまパークミーティング」における公園利活用に関する意見交換を行うに
あたり、追手門学院大学から藤原准教授及び学生、市内郵便局から４局長
にご参加・ご協力いただいた。

※大学の学部や企業、事業所等の組織名称は令和３年度時点の名称としています。

43
めざせ世界へはば
たけ事業

６月～２月

門真市と世界を舞台に活躍するグローカルな人材を育成するため、中学生
英語プレゼンテーションコンテストを開催するとともに、中学生海外派遣研修
を実施している。
英語プレゼンテーションコンテストでは、２次審査の事前研修から2次審査、
コンテストに向けての事前研修、コンテスト本番に、松宮教授をはじめ、追手
門学院大学の先生方や学生の方々に、生徒たちへの助言やコンテスト当日
の進行などをお願いした。
事業者選定委員会では、コンテスト入賞者がより実りある研修に参加できる
よう、またコロナ対策も含め安全・安心に研修を進められるよう、専門的な見
地から事業者の選定を行っていただいた。

教育部
　学校教育課


